
総
合
成
績
は
、
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
、
「
エ
ア
バ
レ
ー
大

会
」、
「シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
」、
「輪
投
げ
大
会
」、
「ふ
る
里
カ

ル
タ
大
会
」の
５
種
目
で
の
総
合
得
点
順
で
す
。 
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大倉地域市民センター 

Tel/ FAX 0237-55-２４１７ 

今
年
で 

回
を
迎
え
ま
し
た
大
倉
地
域
ふ
る
里
ま
つ
り
が
、 

月
７
日(

日)

に
、
旧
大
倉
小
学
校
体
育
館
と
大
倉
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

６
月
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
皮
切
り
に
始
ま
っ
た
今
年
の
ふ
る
里
ま
つ
り
は
、 

月
の
「
エ
ア
バ
レ

ー
大
会
」
を
経
て
、
当
日
の
「
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会
」
「
輪
投
げ
大
会
」
「
大
倉
ふ
る
里
カ
ル
タ
大
会
」
に
は
、
各

地
区
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、 

回
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
あ
る
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。 

あ
わ
せ
て
前
日
よ
り
開
催
し
ま
し
た
大
倉
地
域
文
化
作
品
展
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
制
作
し
た
作
品
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
過
去
最
大
数
が
出
品
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

今
年
の
ふ
る
里
ま
つ
り
は
大
接
戦
と
な
り
、
最
終
の
ふ
る
里
カ
ル
タ
大
会
の
結
果
ま
で
総
合
優
勝
の
行
方
が
わ
か

ら
な
い
な
か
、
中
沢
地
区
が
大
逆
転
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。 

ご
尽
力
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
地
区
並
び
に
ふ
る
さ
と
部
会
・
各
種
団
体
の
役
員
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
地
域
の
皆
さ
ん
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

総
合
成
績 
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団
体
の
部 

優 

勝 

大 

上 

地
区 

準
優
勝 

中 
沢 

地
区 

第
３
位 

新 

山 
地
区 

 

個
人
の
部
（
敬
称
略
） 

第
１
位 

 

枚 

金
子
陽
生(

大
上) 

第
２
位 

 

枚 

金
子
そ
ら(

大
上) 

第
３
位 

 

枚 

安
達
一
矢(

金
谷) 

 

大
カ
ル
タ 

下
学
年
以
下
の
部
（
敬
称
略
） 

第
１
位 

金
子
聖
奈(

大
上) 

第
２
位 

鈴
木
彩
奈(

金
谷) 

第
３
位 

齋
藤
蒼
太(

大
上) 

鈴
木
悠
仁(

林
崎) 

今
野
咲
希(

行
川) 

齋
藤
依
楓(

新
山) 

 上
学
年
の
部
（
敬
称
略
） 

第
１
位 

金
子
そ
ら(

大
上) 

第
２
位 

笹
原
颯
太(

中
沢) 

第
３
位 

安
達
一
矢(

金
谷) 

 中
学
生
以
上
の
部
（
敬
称
略
） 

第
１
位 

金
子
陽
生(

大
上) 

第
２
位 

鈴
木 

絆(

中
沢) 

第
３
位 

金
子
文
子(

大
上) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
区
対
抗
の
部 

優 

勝 

中 

沢 

Ｂ 

チ
ー
ム 

準
優
勝 

中 
沢 

Ａ 

チ
ー
ム 

第
３
位 

新 

山 Ω
 

チ
ー
ム 

フ
リ
ー
の
部 

優 

勝 

金 

谷 

Ｆ 

チ
ー
ム 

準
優
勝 

金 

谷 

Ｄ 

チ
ー
ム 

第
３
位 

行 

川 

Ｃ 

チ
ー
ム 

団
体
の
部 

優 

勝 

行
川
Ａ 

チ
ー
ム 

準
優
勝 

金
谷
Ａ 

チ
ー
ム 

第
３
位 

大
上
大
輪 

チ
ー
ム 

個
人
の
部
（
敬
称
略
） 

第
１
位 

土
田 

満(

大
上) 

第
２
位 

矢
ノ
目
君
子(

金
谷) 

第
３
位 

金
子
栄
子(

大
上) 

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
賞
（
敬
称
略
） 

土
田 

満(

大
上)

、
矢
ノ
目
君
子(

金
谷)

、
櫻
井
シ
ゲ
子(

行
川) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
倉
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド 

「書
き
初
め
練
習
会
」の
お
知
ら
せ 

 
 

昨
年
好
評
だ
っ
た
、
小
・
中
学
校
の
「
書
き
初
め
練

習
会
」
を
、
今
年
も
行
い
ま
す
。 

 

大
倉
地
域
在
住
の
書
道
の
先
生
が
指
導
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
低
学
年
の
硬
質
書
き
初
め
も
指
導
し
ま
す
） 

  

期
日 

 
 

月 

日(

金) 

午
後
１
時
～
３
時 

 

会
場 

 

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー 

 

対
象 

 

小
学
生
・
中
学
生
・
一
般
の
方
も
可 

 

持
ち
物 

学
校
の
課
題
手
本
、
書
道
道
具
一
式
、 

半
紙(

低
学
年
は
鉛
筆
、
マ
ス
目
用
紙) 

 

指
導 

 

工
藤
貞
義
先
生(

林
崎) 

※
当
日
参
加
も
可
で
す
が
、
会
場
と
個 

別
の
手
本
準
備
の
関
係
か
ら
、
参
加
を 

希
望
さ
れ
る
方
は
、
至
急
市
民
セ
ン
タ 

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

○お
○知
○ら
○せ 

市
民
セ
ン
タ
ー
年
末
年
始 

休
館
の
お
知
ら
せ 

 
 

月 

日(

月)

か
ら
１
月
３
日(

日)

の
間
は
、
貸
館
を

含
め
市
民
セ
ン
タ
ー
を
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
出
展
さ
れ
た
方
々 

作
品
紹
介(

敬
称
略) 

齋
藤
美
代
三(

大
上)

「
つ
る
の
コ
ミ
ニ
テ
ィ
」「
喫
茶
去
」
、

早
坂
恒
夫(

金
谷)

「
短
歌
」、
趣
味
の
会
「
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
バ

ッ
ク
」
「
編
み
物
」
、
柴
崎
三
蔵(

林
崎)

「
羽
黒
山
」
他
、

佐
藤 

通(

南
原)

「
浮
世
絵
」
、
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
サ
ー
ク

ル(

伊
藤
紀
代
子
、
嘉
規
華
子
、
三
原
妙
子
、
伊
澤
キ
ネ
子
、

森
谷
千
恵
子)

「
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト
」
、
工
藤
貞
義(

林
崎)

「
涼
州
詞
」
「
寿
與
亀
鶴
永
」
「
治
部
レ
イ
子
よ
り
」
、
今

野
多
智
子(

行
川)

「
い
の
り
」、
今
野
秀
子(

行
川)

「
流
心
」、

鈴
木
ひ
ろ
子(

行
川)

「
山
紫
水
明
」、
鈴
木
妙
子(

行
川)

「
行

雲
流
水
」、
鈴
木 

照(

行
川)

「
武
勇
」、
齋
藤
浩
二(

林
崎)

「
大
倉
地
域
そ
の
瞬
間
」
、
土
屋 

博(

大
上)

「
二
ノ
滝
」

他
、
村
山
俳
句
会(

庄
司
り
つ
こ
、
水
田
惣
二
郎
、
遠
藤
光

子
、
太
田
時
子
、
、
上
村
米
子
、
小
室
静
子
、
柴
田
美
智

子
、
土
屋
ミ
チ
子
、
石
川
レ
イ
子
、
鈴
木
和
枝
、
堀
野
カ

ズ
子
、
杉
原
俊
子
、
細
梅
和
生)

「
俳
句
短
冊
」
、
篠
原
定

子
、
齋
藤
マ
ツ
エ
、
児
玉
咲
子
「
吊
し
雛
」、
石
山
礼
治(

金

谷)

「
木
工
一
輪
ざ
し 

菓
子
器
」
、
増
森
紀
夫(

鶴
ケ
町)

「
昭
和
の
日
本
」
、
大
倉
甑
会
「
大
倉
甑
会
徳
内
ば
や
し

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映 

写
真
集
」、
安
孫
子
日
登
美(

行
川)

写
真
・

Ｃ
Ｄ
「
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
歌
＆
た
も
山
の
里
」 

「
お
お
く
ら 

市
民
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
に
は
、
各
種
お
知

ら
せ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ま
が
載
せ
た
い
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

取
材
等
も
伺
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 


